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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、単層カーボンナノチューブの合成・構造制御法を発展させ、革新的なエネルギーデバイス

を開発することを目的としている。これまでに開発してきたアルコール触媒 CVD 法の成長メカニズム

を解析し、アセトニトリル添加の効果や配向ナノチューブの構成、物性評価について基礎的な成果を上

げ、電界効果型トランジスタや、色素増感型太陽電池、ヘテロ接合型太陽電池などに適用して良い性能

を達成していることは高く評価される。今後は、合成・構造制御のメカニズムについて更に解明を進め、

エネルギーデバイスへの応用について高性能化のメカニズムを具体的・定量的に明らかにしていくこと

が強く期待される。 


